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生存圏研究所（Research Institute for Sustainable 
Humanosphere; RISH）は，９月22日（土）インドネシ
アイスラム大学土木工学・計画学部（Faculty of Civil 





























































































































































































































































































































































の構築－」を環太平洋大学協会（The Association of 
Pacific Rim Universities : APRU）と共催で，９月
12日（水）～14日（金）の間，百周年時計台記念館およ
び総合博物館において開催した。APRUは，環太平
洋地域の社会の重要課題に，教育・研究の分野から
協力・貢献することを目的として1997年に設立され，
16か国（地域）42大学が加盟している。
総合博物館では，かねてから日本学術振興会
（JSPS）アジア・アフリカ研究基盤形成事業（2011～
2013年）に採択された「東アジア脊椎動物種多様性研
究基盤と標本ネットワーク形成」事業等で，標本コ
レクションを基盤とする国際的研究・教育ネット
ワーク構築を進めてきた。本シンポジウムはこれら
の実績の上に開催したもので，森　純一 国際交流
推進機構長・副理事を組織委員長とし，京都大学教
育研究振興財団からの助成を受け，総合博物館が主
に担当した。
シンポジウムには，APRU加盟大学を中心に13カ
国より100名が参加し，口頭発表，ポスターセッショ
ン，ワークショップが３日に亘って行われ，厳しい
スケジュールにもかかわらず緊張感が途切れること
なく，活発な経験・意見の交換が行われた。また，
本学総合博物館の常設・特別展および文系・理系の
収蔵庫の見学ツアーも行われた。質・量的に優れた
標本類が，温度や湿度が管理された収蔵庫に整然と
収められている様子を紹介できたのは，誇らしい出
来事であった。
本シンポジウムでは，大学博物館の標本は，急速
に研究・教育への利活用頻度が高まりつつあり，活
用分野も，従来の博物科学の分野はもちろん，バイ
オテクノロジー，地球環境の復元・予測，維持可能
な天然資源利用など工学から社会科学まで広い最先
端研究分野に拡がりつつあることが報告された。
また，これらの標本の利活用を円滑にするための
データベース化，さらには標本を基に行われた研究
の背景を記した著名研究者のフィールドノートなど
を広くアーカイブ化することの重要性が討議された。
さらに，展示を博物館から市中に持ち出す大胆な試
み，あるいは，展示考古学発掘を通じた多様な民族・
文化の相互理解の橋渡しなど，従来の「アウトリー
チ」の枠を超えた大学博物館ならではの地域・国際
社会への貢献の事例も報告された。
このように，大学の研究・教育・社会貢献におい
て標本はますます重要な役割を果たすことが，多く
の大学に認識され始めている。このことを，既に膨
大な標本を擁する大学博物館だけでなく，これから
標本を収集・整備しようと意気込んでいる大学から
も本シンポジウムに多くの参加者があった事実が裏
付けている。
本シンポジウムの最大の成果は，今後益々利用価
値が高まっていく標本について，個別の大学間での
充実競争ではなく，国際ネットワーク化を図り大学
や大学博物館が密接に協力することで，これら標本
コレクション群を大学での研究・教育はもちろん，
大学の国際社会への貢献の推進に役立てるべきであ
るとの合意を得られたことである。また，このネッ
トワークを実現するためにシンポジウムを定期的に
開催して課題の検討を行う必要があることが決議さ
れ，APRU本部への働きかけを行うことも決められ
た。さらに２年後の開催を目指して，複数のAPRU
加盟大学博物館が開催候補地としての検討に入って
いる。
今回のAPRU大学博物館研究シンポジウムは，こ
のように大学や大学博物館の未来に指針を与える具
体的提言やアクションを生み出した有意義なものと
なった。
 （研究国際部）
APRU大学博物館研究シンポジウムを開催
総合博物館考古学収蔵庫見学ツアー
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学術情報メディアセンターは，10月12日（金），百
周年時計台記念館において，学術情報メディアセン
ター創立10周年記念シンポジウムを開催した。この
シンポジウムは，センター設立から10年という節目
に際して，「これまでの10年，現在，未来」をテーマ
とし，センターの活動を紹介することを目的とした
ものである。また，センターの外部評価の一環とし，
学外から外部評価委員３名を招き，講評していただ
いた。
第１部では，「学術情報メディアセンター及び情
報環境機構設立の理念とその役割」と題し，初代セ
ンター長および初代機構長である松山隆司 情報学
研究科教授が，センターおよび機構設立の理念につ
いて講演した。その後，中島　浩 センター長およ
び美濃導彦 機構長が，それぞれセンター，機構の
役割について紹介した。
続く第２部では，「各研究室のこれまでの歩み，
現況，今後」と題し，センターの専任教授８名が各
研究室の活動および情報環境機構の業務への関わり
についての講演を行った。また，機構を代表して，
永井靖浩教授より機構の活動紹介を行った。第２部
の最後には，中島センター長がセンターの将来ビ
ジョンについて講演した。
第３部では，外部評価委員である西尾章治郎 大
阪大学教授，髙井昌彰 北海道大学教授，佐藤三久 
筑波大学教授より，講評をいただいた。「業務と研究・
教育のバランスをうまくとっている」，「研究の幅が
広く，教員の層が厚い」といった肯定的な評価をい
ただいた一方，「業務と研究の両面を担っているセ
ンターの学内での位置づけを明確にする必要があ
る」，「業務に時間を費やすセンター教員のキャリア
パスを確立する必要がある」などの課題が挙げられ
た。これらは，他大学の情報基盤系センターも同様
に抱える問題であり，これらの問題点を共有できた
ことも大きな成果の一つである。シンポジウムには
153名の出席があり，盛況であった。
シンポジウム終了後，交流会を開催した。はじめ
に金澤正憲 名誉教授より挨拶があり，続いて西尾
大阪大学教授の発声により乾杯した。和やかな雰囲
気の中交流会は進み，こちらも盛況のうちに終了し
た。交流会への出席者は51名であった。
 （学術情報メディアセンター）
学術情報メディアセンター創立10周年記念シンポジウムを開催
外部評価委員による講評
交流会の様子
講演する中島センター長
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防災研究所は，９月20日（木）キャンパスプラザ京
都において第23回京都大学防災研究所公開講座を開
催した。
甚大な被害をもたらした東日本大震災から約１年
半，「巨大災害にどう立ち向かうか－東の復興・西
の備え－」と題し，直接的な被害を受けた被災地の
復興，また，近い将来発生が予想され，大きな被害
をもたらすと懸念されている南海トラフの巨大地
震・津波などを中心に，これまで現地を訪れ研究を
重ねてきた最新の研究成果についてわかりやすく紹
介した。
当日は，中島正愛 所長の挨拶のあと，澁谷拓郎 
教授による「東北地方太平洋沖地震の教訓を来るべ
き南海トラフ巨大地震の予測に活かす」，田中仁史 
教授による「東日本大震災復興計画と来るべき西日
本大震災対策」が，午後からは，千木良雅弘 教授「深
層崩壊の実際と予測－特に2011年台風12号によるも
のを中心として－」，中川　一 教授「天然ダムの話
－安定性の評価と決壊時の洪水規模予測－」，畑山
満則 准教授による「情報通信技術の高度化と災害対
応への応用－新たな可能性と実現のための課題－」
の五つの講演を行った。
最後に行った「総合討論」では，将来予想される西
日本での地震に対する活発な質問が寄せられ，講演
者が回答した。会場は終始熱気に包まれ，一般市民，
技術者，自治体職員等約170名の参加者は，最後ま
で熱心に聴講した。
 （防災研究所）
京都大学防災研究所公開講座を開催
ご意見・ご感想をお寄せください。
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佐藤　進先生は，９月10日
逝去された。享年81。
先生は，昭和29年京都大学
工学部鉱山学科を卒業後，同
年４月同大学大学院工学研
究科鉱山学専攻に進学，同34
年３月同博士課程を終え，同年４月京都大学工学部
助手，助教授を経て同51年教授に就任，精密工学専
攻振動工学講座を担任された。この間，同35年９月
には京都大学工学博士の学位を授与された。平成６
年停年により退官され，京都大学名誉教授の称号を
受けられた。
本学退官後は，平成６年４月から同９年11月まで
学校法人金蘭会学園理事長を務められた。
先生は振動工学に関する研究において優れた研究
業績を残され，その発展に寄与された。また，社会
科学の分野においても，原子力発電の危険性につい
て警鐘を鳴らし続けるなど多大の貢献をされた。主
な著書に『科学技術とは何か』，『価値の選択』等があ
る。
 （大学院工学研究科）
佐藤　　進　名誉教授
訃報
このたび，佐
さ
藤
とう
　進
すすむ
名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。以下に同名誉教授の略
歴，業績等を紹介します。
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